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担当営業までお問い合わせください。
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③
安
全
安
心
に
加
え
、お
い
し
さ
や
旬
な
ど
の

付
加
価
値
を
消
費
者
に
伝
え
る
情
報
発
信

④
付
加
価
値
を
販
売
に
つ
な
げ
る
販
売
促
進

⑤
安
定
供
給
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
も
つ
な

が
る
植
物
工
場
の
生
産
管
理

　

こ
れ
ら
を
進
め
る
こ
と
で「
強
い
農
業
」を

実
現
し
、「
強
い
農
業
」が「
地
域
活
性
化
」を

促
進
、さ
ら
に
は
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ
た

「
競
争
力
強
化
」に
つ
な
が
る
と
考
え
てい
ま
す
。

　　

農
業
は「
食
」や「
健
康
」な
ど
の
社
会
的

テ
ー
マ
に
貢
献
す
る
産
業
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。イ
ン
テ
ッ
ク
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る「
食
の
安
全
安
心
」や
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
食
」と「
健
康
」の
ベ
ー
ス
に
は「
農
」が
あ

り
ま
す
。「
食
」と「
健
康
」と「
農
」を
総
合

的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
の
成
長
産

業
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、イ
ン
テ
ッ
ク
が
提
供
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
各
種
デ
ー
タ
を
集
約

し
、「
食
」や「
健
康
」の
デ
ー
タ
と
合
わ
せ
て
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
分
析
す
る
こ
と
で
、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
型
の
農
業
経
営
」の
実
践
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
方
、少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て

今
後
、国
内
食
料
消
費
が
大
幅
に
増
え
る
可
能

性
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
世
界
に
目

を
向
け
る
と
、約
８
億
５
０
０
万
人
、９
人
に
１

人
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
お
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
日
本
の
農
業
を
捉
え
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
って
き
ま
す
。

　

イ
ン
テ
ッ
ク
は
中
国
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

に
事
業
展
開
を
進
め
て
お
り
、今
後
農
業
分

野
に
お
い
て
も
、「
日
本
の
強
み
を
海
外
へ
」

展
開
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

食
の
安
全
安
心
や
ヘル
ス
ケ
ア
と
連
携

　

６
次
産
業
化
を
進
め
る
に
は
、加
工
や
流

通
、販
売
、広
告
宣
伝
な
ど
こ
れ
ま
で
１
次
産

業
が
あ
ま
り
得
意
と
し
て
い
な
か
っ
た
分
野
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。お
い
し
い

も
の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、市
場
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
魅
力
あ
る
商
品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、さ

ら
に
消
費
者
に
安
全・安
心・魅
力
を
届
け
、販

売
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

す
。こ
れ
は
６
次
産
業
化
を
進
め
る
際
の
共
通

課
題
で
す
が
、逆
に
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
も

い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、生
産
者
か
ら
情
報
を
発
信
し
消

費
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
、ま
た
、

農
産
物
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
流
れ
を
見

え
る
化
し
生
産
計
画
や
販
売
支
援
に
役
立
て

る
、販
売
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
ど
ん
な
品
物

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
、な

ど
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
の

で
す
。

　

イ
ン
テ
ッ
ク
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
こ
の
よ
う
な

農
業
現
場
の
新
た
な
取
り
組
み
を
支
え
、市

場
を
意
識
し
た
経
営
を
実
践
す
る
お
役
に
立
つ

た
め
、次
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

①「
結
果
経
営
」か
ら「
計
画
経
営
」へ
の
変
革

を
支
え
る
生
産
と
販
売
の
見
え
る
化

②
６
次
産
業
化
促
進
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マッ

チ
ン
グ
強
化

農業とICT
社会システム企業を目指して

　

三
協
立
山
株
式
会
社（
富
山
県
高
岡
市
）

の
植
物
工
場
で
は
、レ
タ
ス
な
ど
の
葉
物

野
菜
を
水
耕
栽
培
で
育
て
出
荷
し
て
い
ま

す
。植
物
工
場
ユ
ニ
ッ
ト
内
は
温
度
や
湿

度
を
保
ち
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
野
菜
に
最
適
な
光

を
照
射
す
る
こ
と
で
、露
地
栽
培
に
比
べ

栽
培
期
間
を
約
半
分
に
短
縮
し
て
い
ま

す
。ま
た
、食
品
工
場
と
同
等
レ
ベ
ル
の
衛

生
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
の
生
育
環
境
は
、イ
ン
テ
ッ
ク
と

共
同
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
常
時

監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。従
来
は
人
が
１
日

２
回
計
測
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
温

度
や
湿
度
だ
け
で
な
く
、照
度
や
気
流
、二

酸
化
炭
素
濃
度
、栽
培
溶
液
の
水
素
イ
オ

ン
濃
度
指
数
な
ど
も
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

　

計
測
し
た
デ
ー
タ
は
通
信
回
線
を
経
由

し
て
、イ
ン
テ
ッ
ク
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
蓄
積
し
、生
育
状
況
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

生育環境の“見える化”で、品質・収量向上
植物工場

※3 センサーやインターネットから収集したデータをリアルタイムに処理するとともに、ビッグデータを高速に分析す
るインテック独自のプラットフォーム。大量のデバイスからのデータ収集・管理、将来予測とそれに基づく最適な処
理、異常検知と対処の実施などに活用できます。

※4　2014年9月16日国連発表

※１ 食品の安全を消費者の安心につなげるトレーサビリティシステム「i-TRe」を提
供しています。

※２ 健診データと連携して生活習慣改善につなげるクラウドサービス
「MediPack／Wellness」を提供しています。

オランダ農業の強さを支えるフードバレー

農
業
現
場
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
支
え
る

　植物工場は、常に安定した品質・生産量を実現するために、気温・

湿度・水温・二酸化炭素濃度などの栽培環境を緻密に制御する必要

があります。そのためには、ＩＴを活用した環境のモニタリングが必

須です。また、蓄積されたデータを分析することにより、栽培に最適

な環境を探し出していくことも重要です。今後は、当社が持つ設備

技術・栽培ノウハウと成果を最大化するＩＴの力をあわせて、植物工

場によるものづくりのノウハウとして、地域の農業の発展に生かし

ていきたいと考えています。

培ったノウハウで地域の農業の発展に貢献したい

三協立山株式会社
植物工場事業化プロジェクト 部長

大川 幸夫氏

株式会社インテック
アグリビジネス推進室長

桑島 伸一

　オランダは九州ほどの国土にもかかわらず、世界第２位
の農産物輸出額を誇る。今年９月、アムステルダム近郊の
都市ワーヘニンゲンを視察した。同市には１５００以上の
農業・食品関連企業、研究施設が集積する「フードバレー」
と呼ばれる地区がある。その中心がワーヘニンゲン大学
リサーチセンターとフードバレー財団だ。
　同財団は企業と研究機関、企業同士を結ぶコーディネ
ーターであり、革新的なプロジェクトの支援から起業支
援、さらに国内外へのプロモーションまでの幅広い活動を
行っている。また、約２万人の研究者・技術者を擁するリサ
ーチセンターは、産学が密接に連携して多様なニーズに
対応した研究を行っている。その一つ、生産者、販売会社、
ＩＴ企業が運営する学食兼研究施設「未来食堂」を訪れた。

　食堂内には多くのカメラを設置し、利用者が食品を選ぶ
順番、量、組み合わせなどを記録、食べるときの表情
もチェックしている。販売データだけでなく、食事行動を
分析することで食品の改善や開発に反映しているとい
う。オランダ農業躍進の鍵は、産学官の密接な連携に裏
打ちされた継続的なイノベーションと「知」の集積にある
と実感した。
　日本は日本の特徴を生かし、数々の課題をクリアして農
業の可能性を広げていく必要がある。インテックは今年４
月、農業分野の専門部門としてアグリビジネス推進室を新
設した。「農業経営生産統合サービス」の提供をはじめ、海
外を視野に入れたマーケットイン型農業経営による強い農
業の実現と地域活性化をＩＣＴで支援していきたい。
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